
《重点取組項目》

高知県立盲学校

《高知県の
教育の基本

理念》

（１）学ぶ意欲にあふれ、心豊かでたくましく夢に向かって羽ばたく人
（２）郷土への愛着と誇りを持ち、高い志を掲げ、日本や高知の未来を切り拓く人
（３）多様な個性や生き方を互いに認め、尊重し、協働し合う人
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（１） 一人一人が確かな学力と専門技術を身に付け、社会参加と自立に向けて学ぶ意欲を持

てる学校

（２） 一人一人の人権が尊重され、安心して学習・生活ができる環境が整った学校

（３） 地域のニーズに応える、視覚障害教育のセンター的機能を発揮する学校

（４） 教職員一人一人が教育公務員としての自覚と誇りを持ち、切磋琢磨、協働しチームとし

て教育に取り組む

（５） 幼児児童生徒、保護者、地域、県民から信頼、必要とされる社会に開かれた学校
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　　　　　　「チーム高知盲、１００年目に向けて着実に歩みを進めよう！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～高めよう専門性、広めよう地域・社会に～」
　　　　　　　　　　キーワード　 「生きる力を育む『知』『徳』『体』の推進！」

《中期目標（３年間）》

・生きる力の涵養（「知：確かな学力」「徳：豊かな人間性」「体：健康・体力」）

・在籍者数２桁台を確保する。

《令和７年度》

◆学力の３要素、自立活動を踏まえた学習意欲を引き出す授業の実施

◆視覚障害による学習面、生活面における困難さの克服、改善

◆豊かな心・自律心・道徳心・の育成

（自ら考え・判断し・行動できる、挨拶、協調性、思いやる心、感動する心、多様性、食育など）

◆文化・芸術、スポーツ大会等へのチャレンジ

◆盲学校の魅力発信（センター的機能の発揮）

◆安心・安全な学校づくり（高知県学校安全総合支援事業）

◆不祥事防止に向けた取組

《取組の方
向性》

《4つの基本方針》
①「高知家」の全ての子どもたちが、急速に変化する予測困難な今後の社会を生き抜く力を身
につけるための教育の推進
②「高知家」の子ども誰一人取り残さず、多様な背景・特性・事情等を踏まえた包摂的な教育・
支援の推進
③「高知家」の誰もが、生涯にわたって学ぶことができる環境づくりと活動・取組の推進
④「学校における働き方改革」、「チーム学校の推進・強化」、「教員等の人材確保に向けた取
組」の一体的推進
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【知】　「自らまなぶ」　　主体的、意欲的に学び続けることができる幼児児童生徒

【徳】　「社会とつながる」　周りの仲間とのつながりを大切にし、社会参加できる幼児児童生

徒

【体】　「たくましくあゆむ」　自ら障害に向き合い、自己実現に向けて積極的に行動できる幼児
童生徒

（評価　A:目標を十分に達成　　B:ほぼ目標を達成　　C:やや不十分　　D:改善を要する）

項目 取組のねらい　【P】 現状と目標【評価指標】 具体的な取組内容　【D】 中間評価　【C】 中間評価後の取組内容【P・D】

○引き続き、授業改善、教職員の指導力

向上に向けて、公開授業の実施率だけ

でなく、あらゆる職種の教職員が授業を
参加し、子どもたちの実態を把握し、教

育活動の充実につなげていきたい。
○児童生徒数が減少しても県内唯一の

視覚支援学校として、一人でも多くの教

職員が視覚障害教育の専門家として地
域のセンター的機能を発揮できるよう研

修等を行っていきたい。
また、全国的に同じような悩みをもつ県

外の盲学校との連携を強化していきた

い。

年度末評価　【C】 学校関係者評価 見直しのポイント　【A】
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　教科及び視覚障害教育の

専門性を向上させるととも

に、自立活動を踏まえた学
習意欲を引き出す授業をと

おして、主体的・対話的で深
い学びによる生きる力を育

成する。

《現状》視覚障害教育の専門性を十分に発

揮し、発達段階に応じ、子どもたちの自立力を

高め、自ら学ぶことの意味や大切さを十分に
引き出せていない場面もある。

《成果指標》
【公開授業実施または参加率

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７０％以上）】

【専門性チェックリストによる確認
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（年1回以上）】

【悉皆研修会、自主研修会の実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（年1回以上】

【県外との協働授業の実施

（全学部1回以上を教科または特別活動で実

施）】

〇積極的な公開授業の実施（任意）

〇専門性（特に点字、視覚補助具の機器操

作）の向上
〇専門性チェックリストの実施と効果的な活用

〇他の特別支援学校の授業参観、協議、研修
の実施（年次研中心）

〇中国・四国地区盲学校のネットワークを活用

した授業の展開及び教科指導のスキルアップ
〇自立活動、専門性に関する研修会の実施

C

●授業を担当する教員25

名のうち公開授業を実施し

たのはのべ５名（約２０％）
である。

○点字を使用する教職員が
主導となって点字指導に関

する校内自主研修会を推進

しようと取り組み始めた。
●他校の授業参観に参加

予定の教員は2名である。
●中四国内のネットワーク

があることを知っていても活

用することができていない。

○夏季休業中に「自立活
動」をテーマとした校内研修

会を実施した。

●公開授業の積極的な実施につ

いては、カリマネ委員会などで推

進できる方策について検討する。
○「点字に関する専門性向上研

修会」について、実施計画に基づ
き実施するとともに成果と課題に

ついてまとめるために、事前・事後

のアンケートを行う。
○自立活動研修会の成果を踏ま

え、児童生徒のより一層、丁寧な
実態把握に努めるために各学部

における学部研の今年度の取組

について再度見直しを含め、推進

する。
B

○公開授業の実施または参加率につい

ては、学校全体で６２．５％と昨年度の３

０％を大きく超えることができた。特に授
業を担当していない職種（寄宿舎指導

員等）についても積極的に授業参観し、
様々な場面での教育活動に生かすこと

ができている。

●専門性チェックリストについては、昨年
度同様、専門性の強み・弱みの傾向も

類似している。特に児童生徒数が減少
し、盲学校での勤務年数に関わらず、授

業等での実践の機会がないと専門性を

維持・担保することが難しいこともうかが

えた。
○児童生徒数が減少しても、視覚障害

教育の専門性を高めるために点字に関
する自主研修を実施し、専門性を維持

継承する意義について理解を深めること
ができた。

○中学部、給食を通じて県外の盲学校

と協働授業に取り組めた。（広島中央、
三重盲、熊本盲、佐賀盲、鹿児島盲、柳

河特支等）

A

公開授業の実施、参加率は年度

当初の目標値を下回っているもの

の、昨年度からの参加率と比べる
と大きく飛躍している。また、児童

生徒数が減少する中でも専門性
を向上させようと努力している姿

は一定の評価ができるので、A評

価でよいのではないか。

　外部と連携した取り組みは報道

件数が減ったとはいえ、今年度も

拝見できている。また、児童生徒の

全国的な活躍も継続できているの

で、A評価でよいのではないか。
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　人権教育、道徳教育の推

進、文化芸術・スポーツ・健

康に関する取組の充実によ

り、生涯を通じて心豊かな生

活を送ることができる力を
育成する。

《現状》外部機関との連携、防災、SDGs・食

育に関する取組は担当者が主体的に行動で

きているものの全ての子どもたちや授業・支援

に直接、携わっていない教職員の主体性を引

き出せていない場面がある。また、行事を通じ
て、成長したいという子どもたちの率直な意見

もある。

《成果指標》

【外部機関と連携した交流・共同学習

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（年間3回以上）】
【各学部、舎におけるSDGs・食育の実施

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（学期1回以上）】

【個別の教育支援計画に文芸スまたは防災へ

の取り組み関する事項を記載

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記載率１００％）】

【児童生徒アンケートの実施

　　　　　　　　　　　　　　（肯定的評価１００％）】

〇すがすがしい挨拶の励行

〇発達段階に応じた指導内容表の活用

〇交流及び共同学習の充実

〇学部・専門委員会・生徒会と連携した食育

の実施
〇学校安全（３領域）の推進

〇文化・芸術、スポーツのコンクールや大会へ

の積極的なチャレンジ

〇SC、SSWとの連携

B

○引き続き、盲学校の取組をPRする絶

好の機会として報道機関などを戦略的

に活用し、広く県民や地域社会に知って

もらい、盲学校と、協働する場面を確保

していきたい。
○被災時の危機管理については、教職

員全体が自分事として、捉え行動できる

よう防災関連行事を継続して行うととも

に、教職員が学ぶ機会の確保にも推進

していきたい。
○文化・芸術・スポーツ分野では、特に

高知県で開催予定の全国国民文化祭

への参画を推進していきたい。

〇４月当初に学部オリエンテー

ションで「挨拶」について周知

し、道徳教育の中で推進するこ

とができた。

〇高等部道徳年間計画にも今

年度「挨拶の遂行」の項目を

追加できた。

○防災キャンプを休業中実施

し、保護者を巻き込みながら防

災教育の必要性について広く

取り組むことができた。

○全国の盲学校と献立交流し

ながら食育を推進できている。

○高知県障害者スポーツ大

会、中国四国地区盲学校体育

大会、県内の文化作品コンクー

ルに応募し、受賞できた。

●挨拶運動の成果は職場実習な

どの場面で昨年度より発揮できて

いるという報告がある一方で、教

職員からの促しがないと消極的で

あり、不安な場面も多い。２学期以
降の各種行事、児童会・生徒会活

動、交流及び共同学習を推進する

中で、より一層の定着を狙ってい

きたい。

○防災教育については、児童生徒
の意識向上だけでなく、すべての

教職員が取り組む姿勢が大切で

あり、この３年間の取り組みについ

て振り返り、どのような力量が形成

されたのか検証を行っていきた

い。

B

○外部機関と連携した交流、共同学習で

は、全教職員の約７割が関わることができて

いる。昨年度同様、高知ユナイテッド等のプ

ロスポーツチームや防災教育では多くの関

係機関、企業の方の協力を得ることができ

た。

○SDGｚや食育に関しては、全学部、寄宿舎

が取り組むなど学校を挙げて取り組み、教

職員の約８割が参画できている。

●被災時等の危機管理、文化・芸術・スポー

ツ分野における取り組みについては保護者

との情報共有が進む一方で、担当者任せ、

担任任せなど教職員全体の意識向上が課

題である。

○児童生徒アンケートでは、学校生活にお

おむね満足している結果であった。一方で、

学校行事やクラブ活動の充実を期待する声

も見受けられた。

A

令和７年度 学校経営計画・学校評価シート



B

項目 取組のねらい　【P】 現状と目標【評価指標】 具体的な取組内容　【D】 中間評価　【C】 中間評価後の取組内容【P・D】 年度末評価　【C】 学校関係者評価 見直しのポイント　【A】
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　理解啓発・情報発信を行

い、社会に開かれた学校と

しての役割を果たす。また、
関係機関からの情報収集を

行い幼児児童生徒の確保

並びに地域の学校への支

援の充実を図る。

《現状》理解啓発の継続的な取組の成果は

出ているが、在籍者数の減少への対応や、視

覚障害教育の重要性について今後も引き続
き工夫した啓発活動を行う必要がある。特に

持続可能な教育活動を維持するためにも地

域社会との連携・協働は積極的に推進しなけ

ればならない。

《成果指標》

【関係機関や外部機関への直接・間接訪問ま

たは情報発信（年間２０件以上）

【児童生徒が主体となる地域への情報発信

（年間3件以上）】

〇ＳＮＳを活用したホームページでの効果的な

発信

〇関係機関（市町村、医師会、進路先、福祉
等）との連携や、直接訪問の実施（リーフレット

の配付や学校概要の説明等）

〇地域の行事等への積極的参加

〇地域や保護者とつながる学校安全に関する

取組の実施

〇生徒会の学校安全に関する取組の推進

〇マスコミを活用した戦略的な発信

○引き続き、盲学校の魅力発信につい

ては、保護者、地域の方との協働、報道

機関の活用など通じて、取り組んでいき
たい。

○特に子どもたちには児童生徒会活動

などを通じて、近隣の小中学校や高等

学校と交流するなど子ども同士の視点

で理解啓発活動に取り組んでいきた

い。

○関係機関や外部機関への直接訪問

が県内全域に行き届くよう引き続き、粘

り強く取り組んでいきたい。

働

き

方

改

革

仕事にやりがいを感じ、
「チーム学校」を意識した、

働きやすい職場づくり。

《現状》働き方や職場環境に肯定的な意見が
多い一方で、業務の平準化が進まず、特定の

教職員の頑張りのみに頼ってしまう現状と子

どもに向き合う時間や教材研究の時間のさら
なる確保、子育て、看護、介護を続けながらの

業務に同僚を気遣う不安の声も大きい。
《成果指標》

【働き方に関するアンケートの実施（肯定的評

価９０％以上）】

【風通しの良い職場環境づくり（年間2回以上
の研修会・交流会の実施）】

〇学部を超えた支援
〇相互扶助心の醸成

〇会議開始５分前集合

〇学習形態の工夫（T・T）
〇会議の時間設定

〇ノー残業デイ及び警備開始時間の徹底
〇夏季休業中の一斉閉庁日の設定

B

○校内の行事で部署間を
超えた協力体制で臨むこと

ができた。

○業務について部署内で検
討しながらセルフマネジメン

トしながら解決を目指すなど
自律的な解決ができている

部署もある。

○関係者の協力により、レク

レーション企画など職場のコ
ミュニケーションづくりに積

極的に貢献しようとする教職
員が増えてきた。

〇引き続き、業務の「見える化」に
ついてICT機器を活用しながら推

進する。

●週休日の行事について、協力で
きる教職員が限定され、固定化し

ている。使命感をもって取り組んで
もらっているが、業務を引き継いで

もらう人材は枯渇しており、解決策

がないのが実情である。

○担当者同士の業務の引継ぎに
ついては学部、部署だけでなく、学

校全体の課題として検討していく。

B

●昨年度と現状を比較したアンケートで
は、自身の働き方が改善できたと回答し

た教職員は６７．５％にとどまっており、わ

からないと回答した教職員も１２．５％存
在していることがわかった。

○ほぼすべての教職員が定時退勤でき
ている中で、管理職の働き方改革が進

まず、残業が多いことを懸念する声も

あった。

○●校内の人事配置では、初めての担
当業務に苦労した意見もある一方で、

煩雑な引継ぎなど業務内容をチームで
見直し、改善しようと挑戦する部署も

あった。

○関係機関との連携、情報

収集（直接訪問12件、電話

説明１3件、資料送付3件）
に取り組むことができた。

○地域の防災フェアなどに

参加できた。

○進路実現に向けた計画的

な取り組みは在校生だけで

なく、困っている卒業生に対

しても積極的に支援を行う

ことができた。

○関係機関からの依頼を受
けて企画に参加し、理解啓

発活動や教育相談につなげ

るための学校説明等を行う

ことができた。　（キッズバリ

アフリ―フェスティバル、ボラ
ンティア研修会、オンライン

視覚障害基礎講座）

○地域の学校へクラスルー

ムを活用し、研修会やサマー

スクールの案内等情報発信

するなど視覚障害教育のセ

ンター的機能について推進
できている。

○PTA研修会などで好評だった

事業については引き続き連携し、

保護者等への進路情報の提供・
共有を図っていきたい。

●情報発信については、教職員が

中心であり、児童生徒からの発信

は少ない。２学期の学校行事など

を通じて、取り組んでいきたい。

○近年の卒業生の声、地域社会

の資源について、積極的に活用し

ながら卒業までに身につける生き

る力の育成について取り組んでい
きたい。

B

○外部機関との連携、他校との共同学

習などあらゆる場面で、高知盲や視覚

障害者の理解啓発を念頭に置いた取り
組みができ、全教職員の約７割が参画

できている。ここ数年は特に地域のイベ

ントなどに保護者の方が積極的に参画

していただき、情報を発信する姿（背中）

を教職員が見て、協力を申し出る場面

が増えてきたように感じている。

●児童生徒が主体となる地域への情報

発信は文化発表会などに限定されてい

る。

A

児童生徒の情報発信は、年度当

初の目標が下回っているとはい

え、文化発表会などで活躍してい
る姿は評価できる。

また、保護者が積極的に地域の行

事などに参加し、盲学校の魅力や

視覚障害者の理解啓発に勤めて

いる姿は評価できるので、A評価

でいいのではないか。

B

働き方改革は進んでいるように感
じているが、実際には業務が終わ

らず持ち帰りの教職員はいるので

はないか。次年度も引き続き働き
方改革に取り組んでもらいたいの

でB評価としたい。

○多様で新たな働き方も提唱され、これ
まで以上にチームで支えていくことが重

要になっている。チームで改善しようとし

た部署の挑戦を支援し続けていきたい。
○令和８年度は中国・四国地区レベル

の研究大会が控え、業務量の増加が予
見されている。可能な限り、校内の人事

配置については、業務量の偏りが起きな

いように配慮するとともに管理職の働き

方改革についても推進してきたい。

不

祥

事

防

止

に

向

け

た

取

組

教職公務員として、常に法

令を遵守し、責任をもって行

動するとともに、不祥事を

「自分事」として捉え、個人
として、組織として、一丸と

なって不祥事の撲滅に取り

組む。

《現状》同僚性が高い職場である一方で、業

務について担当者へ依存し、お互いの業務内

容についての関心が低く、課題を見つけにくい

場面がある。また、伝統や先例主義で業務を
行うことも見受けられ、チェック機能が有効に

働かない一面も見受けられる。

《成果指標》

【研修会の実施（年1回以上）】

【セルフチェックの実施（年2回以上）】

【ヒヤリハット報告の積極的な共有と報告・連

絡・相談の徹底】

〇不祥事防止研修会の実施

〇不祥事防止強化月間の設定

〇不祥事防止に関するセルフチェックの実施

〇メンタルヘルス研修の実施
〇よりよい職場風土づくり

〇不祥事防止に関する情報の提供

〇不祥事発生時の適切な対応

B

○高知県教育センターから

講師を招き不祥事防止に取

り組むための校内研修を全

教職員対象に実施できた。
○細木病院から講師を招

き、メンタルヘルス向上に向

けた校内研修会を実施する
ことができた。

○教職員から不祥事防止に

取り組むスローガンを募集

し、職員室などに掲示してい

る。

▲定時退勤できている教職員が

多数いる一方で、業務量が平準

化せず、特定の学部や部署、ミド

ルリーダー等に偏りがみられる。業
務の継続、負担感から生じる不祥

事を防止するためには、引継ぎが

できる人材の育成が急務である
が、うまくできていない。

○不祥事防止については、引き続

き自分事と捉え、行動できる教職

員像をめざしていきたい。

B

○ヒヤリハット報告の情報について、同

僚や関係する部署（管理職含む）と共有

できていると回答した教職員は１００％

であり、お互いが重大な不祥事に至らな
いよう同僚を思いやる姿勢がうかがえ

た。

○不祥事防止研修、メンタルヘルスに関
する研修では、参加者全員が自分事と

して捉え、不注意やうっかりミスであって

も状況によっては不祥事となることを学

ぶことができた。

●業務量が多い教職員ほど、目立った
SOS発信ができていないように感じる場

面が散見される。

B

不祥事防止について向けた取り

組みの成果として、幸いも盲学校

には起こってないということだが、

今後とも本当に気を引き締めて取
り組んでもらいたい。また、どんな

ことも教職員が一人で抱え込まな

いような環境づくりを期待したい。

○不祥事防止については、常に自分事

として捉え、同僚がお互いを大切な存在

として支え続ける風通しの良い職場づく

りを推進していきたい。
○特に業務量が多い教職員にはこまめ

な声掛けを行うともに周りの教職員にも

協力をお願いできるるよう組織として業
務の平準化に取り組む。


